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離したがん研有明病院で手術数 602。以下、493の
県立静岡がんセンター、466の大阪医科大学病院、
392の虎の門病院と都立駒込病院が同数で４位。
県立静岡がんセンターは 2002年に開館し、病

臭をカットするシートの開発など患者本位の先駆的
な試みで知られる。２位に食い込んだのは画期的だ。
がん専門病院としては、国立がん研究センター

中央病院ががん研有明と並んで双璧といわれてき
た。なのに国立がん研の手術数は 355で７位と大
きく後退している。
さらに順位表をよく見ると、「開腹」と「腹腔

鏡」に分けてその手術数も掲載。じつはこれが重要
なのだ。直腸の全手術数に対する腹腔鏡の比率を表
から計算すると、首位は 99％の虎の門病院。次い
で 97%の大阪医科大学病院、94%のがん研有明と
続く。手術数は４位の都立駒込病院はわずか 38％、
７位の国立がん研究センターは 52％、８位の恵佑

７月 23日に８回目の抗がん剤を注入した。その
３週間ほど前から味覚異常が始まり、食べ物の味が
半分くらいしかわからなくなる。相当つらい。食欲
が消えているところへ追い打ちだ。
でも、日常生活はまったく変えていない。６月

15日から１週間、オランダへの高齢者ケアの視察
も予定どおり出かけ、少しも異変は生じなかった。
好奇心が食の不調を上回ったのだろうか。９月 20
日からは英国に認知症ケアや高齢者住宅の視察に
行く。その帰国直後に、ほぼ２週間おき 12回の抗
がん剤治療を終える予定だ。副作用が取れ、味覚の
回復が待ち遠しい。

がん患者になると、より広いがんの世界を知り
たくなる。まず最初は病院選びだ。書店を覗くと新
聞社系の分厚いムックが目を引く 。週刊朝日の名
を冠した『手術数でわかる　いい病院』は 2003年
から毎年発行されている。人気があるから続いてい
るのだろう、２月発行の最近版では「全国＆地方別
ランキング TOP40」と謳い、12の臓器別に手術数
を調べ全国の病院が 40位まで並ぶ。最新の 2012
年のデータだ。
確かに手術数が多ければ医師の技術が上がり、

「いい病院」の判定基準として妥当とされる。私の
関心は大腸がん。トップは、２位を 100以上引き

　

連載

がん患者体験記◉浅川澄一
現在、がん治療まっただ中の浅川澄一さんによる体験記です

いい病院がわかる !?　ムック本

④開腹か腹腔鏡か
新聞社系の病院調査
「手術数が多くても腹腔鏡でなければ」
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会札幌病院にいたっては 6％しかない。
 腹腔鏡手術は、お腹に５ミリほどの小さな穴を

複数開けて、鉗子やハサミなど切ったり砕いたりで
きる術具を差し入れ、別の穴から入れたカメラのモ
ニター画面を見ながら、がんを取り出す新方式。か
つてのお腹を切り裂く開腹手術に比べ、手術の予後
が短く、治りが早い。当然、患者の負担は軽い。何
よりも傷跡が小さく、数年後には消えてしまうとい
う。患者本位のこの新方式をどれだけ実行している
かは「いい病院」を見極める指標となる。
ところがである。紙面では腹腔鏡の利点を挙げ

ながらも「国が腹腔鏡手術を標準手術として推奨し
ていない」と腰が引けた記述。なぜ堂々と「腹腔鏡
の手術比率が高いのがいい病院」と主張しないのか。
読者は戸惑う。
戸惑うのは読売新聞のムック『病院の実力 2014

　綜合編』の順位表もだ。 都道府県別の手術数だ
けで全国ランクがない。飛行機や新幹線で遠くの病
院に気軽に飛んでいく時代。読者は各都道府県別の
ページを何回も繰ることになり、不便極まりない。
冒頭に「実績を一覧表にしたもので、医療機関

をランキングするものではありません」という断り
書きも腑に落ちない。読売新聞は他紙にはない「医

療部」をもち、家庭面の「医療ルネサンス」は連載
６千回に迫る看板記事である。それなのに、腰が引
けている感じだ。
腹腔鏡についても、がん研有明の専門医にその

優位性を語らせ、読者に「腹腔鏡率の高い病院ほど
実力がある」と匂わせているようだが、はっきり書
かないのは朝日と同じだ。
毎日新聞はどうか。昨年 10月発行の『患者目線

の病院選び　病院最前線 2014』は、何とも頼りな
い内容だ。国立がん研究センターが収集した「がん
診療連携拠点病院」での臓器別がん患者診療数を再
録しているに過ぎない。独自調査でないから手術数
をはじめ腹腔鏡手術率や胃がんの内視鏡治療数な
ど朝日、読売版でわかるデータもなく、がん患者の
目線からはほど遠い。

　
これら新聞社系ムックでは、個別病院のランク

が前年とどのように変わったのか、なぜ、順位を下
げたのか、上がったのか、なぜこの病院が１位なの
かなどの理由や個別病院の動向を読みたいのに、ま
ったくふれていない。
とりわけ大腸がんでは、なぜ腹腔鏡手術数にこ

んなに大差があるのか。新聞社系のムックだけに、
読者が期待するのは当然だろう。　
その答えを求めて医療業界に詳しい識者たちに

話を聞いた。「朝日や読売のムックは会社の稼ぎ頭
のひとつ。収入源となっている広告主の病院のご機
嫌を損ねられない。広告掲載料だけでなく大量購入
につながる。個別病院の詳細に踏み込めないのは当
然」と異口同音に答える。
そうか。分厚い割に価格が安いのも納得がいく。

紙面の半分近くは病院広告だ。2011年 11月に週

　

大腸がん手術の病院ランク表。朝日新聞社系の
「手術数で分かる　いい病院」

福祉ジャーナリスト（前・日本経済新聞社編集委員）
慶應大学卒後に日本経済新聞社に入社。小売り・流通業、ファッション、家電、サービス産
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ルチメディア局編成部長などを経て、98年から編集委員。高齢者ケア、少子化、NPOなど
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浅川澄一（あさかわ・すみかず）
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刊朝日は「いい病院」の過去５年間の病院ランクの
変遷について記事を掲載。国立がんセンターの麻酔
科医が大量退職し手術数が激減したこと、がん研有
明が診療科間の壁を取り払い、進取の気風が患者を
集めたことなどを書いた。「大量の病院広告がない
週刊誌だからできた」と関係者は解説する。
背景には、医療側に情報公開の義務や制度がな

いこともある。とはいえ、収入源の医療報酬には税
金が投入され、医療法人の公益性は高い。医療業界
独特の体質とその取材者のスタンスの問題もあるよ
うだ。医療通の識者たちは「業界全体が『医者は命
を扱う神様』とみて、取材者は『ありがたいお話』
を拝聴し、書き写すのが仕事と信じている」と断じ
る。対等に取材できる環境ではないらしい。
医療の実情を知りたいというニーズは切実だが、各

全国のランク表がない読売新聞の「病院の実力」

8月 2日、「ブリコラージュ読者の集い」を猛暑中の大阪で
開催しました。今回は、読者＋同伴者何名でも無料という大
盤振る舞い。おかげさまで、会場は熱気むんむん、椅子を急
きょ補充するほどの盛況ぶりとなりました。バックナンバー
を並べたブリコ売り場では、「ブリコラージュ？　初めて見た
わ」という人から、「へえ～、こんな特集があったんだ！」「あ
ら、なつかしい！　友だちに上げてしまった号だわ……」など、
新旧こもごもの交流が生まれました。
本間清文さん考案の（たぶん）世界で初めての「高齢者向

けのジグソーパズル」。まだ試作の段階ですが、介護現場は興
味津々。利用者とやってみますとこちらも売れ行き好調。ジ
グソーパズルは、名古屋での「読者のつどい」にも持ってい
きますので、興味ある方は、ぜひ名古屋会場で。
介護技術とは少し視点をずらしたところから介護を語る三

好さんの「認知症ケアのために読むべき本」……、自分がやっ
ていることの意味が見いだせそうで、元気が出ます。植賀寿
夫さんの実践報告は本誌連載に登場した方々のその後＋裏話
と管理者としての植さんの日々の報告。思わず吹き出してし
まうエピソードのなかに植さんのなんともいえない人柄が感

じられました。
紙芝居実演のピーマンみもとさんは、北九州から駆けつけ

た「目留変亭えくぼ」さん（読み方はブリコ３月号をごらん
ください）とともに舞台に（実は、ブリコ編集部も恥ずかし
ながらいっしょに立ちました）。えくぼさんは、湯たんぽを利
用した太鼓と「鼻笛」で参加。不思議な音が出る鼻笛は、懇
親会でジャンケン争奪戦の賞品にもなりました。簡単そうで
なかなか奥が深い楽器です。
そして、恒例となりつつある感じもする「三好春樹サイン
本ジャンケン争奪戦」。今回は、懇親会に会場を移して開催。
「今日の本番は懇親会ですよ～」と言う三好さんの言葉通り
の盛り上がりで、大阪の熱い（暑い）夜は更けていったので
した。

ブリコラージュ読者の集い
in大阪を開催しました！

「ブリコラージュ読者の集い」第３回目は、名古屋で開催。
◆９月 23日（火・祝）13：30～ 16：45
◆名古屋企業福祉会館（地下鉄鶴舞線大須観音駅より歩３分）
※詳細はブリコ情報を。
名古屋ではどんなハプニングが待っているかな？　
ぜひ、お友だちを誘って、ご参加くださ～～い！

新聞系のムックはせっかくの素材をジャーナリズムの
包装紙をまとうだけの普通の商品にしてしまった。読
者としては、ムック掲載の手術数など数字の羅列を
自分なりに読み解いて判断するしかないようだ。

Report

集ま～れ！
来てくださ～い♪


